
1. プロジェクト概要

大阪市生野区には、在日韓国・朝鮮人の集住地域が
あり、日本最大の大阪生野コリアタウンがあります。
近年はベトナム人など「ニューカマー」と呼ばれる人
びとも急増しており、区民の5人に1人が外国籍住民、
その比率は全国の都市部で最も高く（21％）、66か国
の国・地域の人びとが暮らしています。経済的に困難
を抱える家庭が多く、就学援助率は全国の2倍以上です。
外国にルーツのある子どもなど多様な文化的背景を持
つ家族の教育・生活面の安定化に向けたしくみづくり
が早急に求められています。

こうした課題――多文化共生をまちづくりの軸にす
えた総合的・多面的支援拠点の構築――に取り組むた
めに、2019年6月、生野区において、市民主導のプラ
ットフォーム「IKUNO・多文化ふらっと」が発足し
ました（以下、多文化ふらっと）。SDGs「誰一人取り
残さない」をミッションに掲げ、NPOや市民、行政、
企業、大学等、多様なアクターが協働し、多文化共生
のまちづくりに向けた「拠点づくり」「多文化イベン
ト」「調査・提言」という3つのプロジェクトが取り組
まれています。「拠点づくり」プロジェクトでは、小
学校跡地活用計画（案）が策定されたのを受
け、市民主体の多文化共生センターを設立し
ようと準備が進められています。

本プロジェクトは、生野で進められている
多文化共生のまちづくりに向けた「拠点づく
り」に、地域と大学が連携して取り組んでい
こうとするものです。たとえば、学びの協働
プロジェクトやプログラム開発、コミュニテ
ィづくり、教育コンソーシアムの発足など、
学びのデザイン化を進めていきます。

共生とは、つねにすでに、わたしたちによ
って生きられてきた時間と身体そのものです。

生野というさまざまなかたちで共生が育まれてきた歴
史と風土こそ、一人ひとり異なる背景が描かれてゆく
地平として学びのキャンパスが真に根を張る土壌とな
るでしょう。合理化や競争のなかで人びとが分断され
る時代において、本来あるべき教育のすがたを、未来
ではなくいまを生きる子どもたちとともに、この地で
とりもどす。そのために、わたしたちにのしかかる力
をほどき、〈ちがい〉を意識化することで縒

よ

りあわさ
れる〈つながり〉の糸でわたしたちの知を編み直すた
めの、さまざまなジャンルを横断する対話と創造活動
を繰り広げます。

2. 2020年の取り組みと成果

本プロジェクトは、2020年9月に発足しました。本
年度は主にプロジェクト立ち上げのための関係構築、
体制整備、次年度以降の準備を行いました。学内外の
メンバーで構成され、地域を拠点としたプロジェクト
であるため、それぞれの立場や状況、課題のすり合わせ、
信頼関係の構築を何より重視しました。対面・オンラ
イン併用の会議を3回開催すると同時に、以下の取り
組みを通じて大学と地域のプラットフォームの土台づ
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くりに取り組みました。
関連セミナー「学校からみんなの地

域キャンパスへ」（多文化ふらっと主催・
SSI 協力）を10月に開催しました。地
域の人びとが集まり、大学も混ざり合
いながら、生野の魅力は何か、どのよ
うな学びや地域キャンパスが求められ
ているか、学校跡地に期待すること等、
さまざまな意見やアイデアが出されま
した。在日コリアンの人びとや近年は
ベトナムの人びと、また国籍に限らな
いさまざまな背景をもつ人びとが共に
生きてきた生野の歴史や文化風土、ま
たその地で育つ子どもたちへの教育実
践等が、地域の宝として過去から現在
へと脈々と受け継がれていることを確
認し、プロジェクトのキックオフを行いました。

大学生と地域との接点を生み出す教育活動としては、
大学授業へのゲスト講義、コリアタウン・フィールド
ワーク、生野区内のまち歩き等を通して、地域資源や
課題の共有・発見などを行いました（COデザインセ
ンター授業科目「マイノリティ・ワークショップ」「マ
イノリティ・セミナー」「総合術COデザインプロジ
ェクト」、人間科学研究科授業科目「コンフリクトと
共生の諸課題」等）。大阪という身近であるはずの地
域の歴史や取組、現状を知らない学生が多く、学生と
地域が出会う持続可能なしくみづくりが求められてい
ます。2021年2月に授業の一環で学生企画による地域
住民との対話に関する報告会を、3月には“多様性”を
かんがえるフォーラム（COデザインセンター・多文
化ふらっと共同主催・SSI協力）を開催します。それ
らを土台に次年度以降、協働セミナーや創造活動など
を継続的に実施していく予定です。

フィールドでの調査・研究は、コロナ禍もあり十分
に進みませんでしたが、多様な背景をもつ子ども・若
者たちの教育と生活の課題抽出、それらをふまえての
学びの保障のあり方について検討を行いました。生野
区では、少子高齢化、小学校統廃合、貧困家庭や多文
化家庭の抱える課題などが山積しています。特にニュ
ーカマーの子どもの高校進学のハードルは依然として
高く、入った後のサポートが十分でないという実態が

見受けられます。2021年2月に、関連セミナー「外国
ルーツの子どもたちを支える―大阪市の西成・『ミナ
ミ』・生野の市民活動の現場から見えてきたもの」（多
文化ふらっと主催・SSI協力）を開催し、次年度も継
続的な議論を重ね、いまを生きる子ども・若者たちと
ともに学び合う具体的なプログラムに取り組んでいき
たいと思います。

3. プロジェクトの今後

前年度に引き続き、「顔の見える関係」を大事にし
て、活動の安定化に取り組みます。プロジェクトの広
報や発信にも力を入れ、学内外や地域で賛同者を増や
し、ネットワークを広げていくことを目指します。

多様な文化的背景を持つ家族の
安定した教育・生活の実現に向けて

生野まちあるき

ミーティングの様子

セミナー
「外国ルーツの子どもたちを支える」のチラシ
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